
第３号議案 

2016 年事業計画書 

特定非営利活動法人     

気象キャスターネットワーク 

2016 年 1 月から 2016 年 12 月まで 

 

【１】事業の基本方針 

１）気象防災および気候変動等の知識普及啓発活動 

鬼怒川の氾濫など、関東の一級河川においても洪水に見舞われるなど甚大な気象災害が発生し、

国も「水防災意識社会」を目指しており、気象情報の活用による的確な避難を含めた、実効性の

ある防災教育が求められている。また、昨年 12 月の COP21 にて「パリ協定」が合意され、気候

変動の緩和策及び適応策において大きな転換点となり、大幅かつ急速な低炭素社会の実現が欠か

せない状況となっている。そのためにも学校や地域での啓発活動に取り組んでいくこととする。 

 

２）気象キャスターの育成および支援活動 

頻発かつ甚大化する気象災害を受けて、防災気象情報が益々重要視され、全国各地の放送局か

らは質の高い気象キャスターが求められている。気象報道を通じて、気象災害が予想された場合、

国民の命を守ることを最優先し、的確かつわかりやすい情報を提供できるよう、専門家による講

座を定期的に開催するとともに、気象キャスター支援のための情報提供を行う。また、新たな気

象キャスターに活躍の場を広げる講座を開催する。 

 

【２】事業実施に関する事項 

（１）特定非営利活動に関わる事業 

１．事業名 学校出前授業 

1-1.事業内容 

 全国の小学校において、地球温暖化や気象の知識普及啓発のために出前授業を行う。 

IPCC 出前授業   30 校 

フロン出前授業   20 校 

防災教育「空の教室」10 校   

学びのキャンパス  20 校 

自主的な出前授業  20 校   計 100 校 

1-2.実施予定日時 

 通年 

1-3.実施予定場所 

 全国の小学校 

1-4.従事者の予定人数 

 120 名 

1-5.受益対象者の範囲および人数 

 全国の小学生 約 6,000 人 

1-6.支出の見込み額 

 12,000,000 円 



２．事業名 講演・イベント事業 

2-1.事業内容 

地球温暖化および気象、防災などの知識普及啓発のために講演ならびにイベントを実施する。

企業や自治体等からの委託を受けて、一般向けに実施する。 

2-2.実施予定日時および場所 

IPCC 関連ｲﾍﾞﾝﾄ       通年、全国、3~4 回 

熱中症等の健康気象セミナー 通年、全国、20 回 

国交省シンポジウム     6 月、埼玉、1 回 

品川区天気実験教室     8 月、東京、3 回 

広島スポーツイベント    10 月、広島、1 日 

東北被災地イベント     8 月 宮城、1 か所など 

2-4.従事者の予定人数 

 100 名 

2-5.受益対象者の範囲および人数 

 不特定多数 

2-6.支出の見込み額 

 支出 28,000,000 円 

 

３．事業名 調査研究・情報提供事業 

3-1.事業内容 

ゆめ基金などの助成金を活用した、web 上の防災知識教材及びハザードマップ教材の 

制作などを行う。 

3-2.実施予定日時 

 通年 

3-3.実施予定場所 

 東京 

3-4.従事者の予定人数 

 5 名 

3-5.受益対象者の範囲および人数 

 不特定多数 

3-6.支出の見込み額 

 10,600,000 円（補助金及び委託） 

 

４．事業名 副読本制作配布事業 

4-1.事業内容 

副読本「地球温暖化のはなし」や「防災のはなし」等の配布を行う。 

4-2.実施予定日時 

 通年 

4-3.実施予定場所 

 東京 

4-4.従事者の予定人数 

 1 名 



4-5.受益対象者の範囲および人数 

 不特定多数 

4-6.支出の見込み額 

100,000 円 

 

５．事業名 気象キャスター講座 

5-1.事業内容 

気象キャスター育成のために、気象知識および気象解説のための講座を開催。気象キャスタ

ーおよび気象業務従事者向けの専門的な気象講座のほか、新たな気象キャスター育成のために、

実践型の集中講座、および気象解説講座を実施する。また、施設等の見学会も実施する。 

気象講座（専門家による講座）   １０回実施（無料） 

気象キャスター集中講座（初級・中級）４回実施 

短期集中講座（大阪、名古屋）    ２回実施 

気象解説原稿作成講座（月 1 回実施）１０回実施 

気象環境ツアー（施設見学会）    ２回実施 

5-2.実施予定日時 

通年 

5-3.実施予定場所 

東京、名古屋、大阪 

5-4.従事者の予定人数 

講師 10 名、事務局 2 名 

5-5.受益対象者の範囲および人数 

会員 延べ 300 名 

5-6.支出の見込み額 

800,000 円  

 

６．事業名 気象キャスター支援事業 

6-1.事業内容 

気象キャスター支援となる最新の気象や環境のニュースを配信するほか、 

気象情報の支援資料を会員専用ホームページにて提供する。 

6-2.実施予定日時 

通年 

6-3.実施予定場所 

東京 

6-4.従事者の予定人数 

3 名 

6-5.受益対象者の範囲および人数 

会員 300 名 

6-6.支出の見込み額 

50,000 円  

 

  



（２）収益事業 

１．事業名 気象環境に関する物品および書籍の販売 

1-1.事業内容 

気象知識の普及のために、お天気キャラクター「はれるん」の認知度を広めるグッズ販売や、 

教育現場で必要な実験道具の販売を行う。 

1-2.実施予定日時 

通年 

1-3.実施予定場所 

東京 

1-4.従事者の予定人数 

1 名 

1-5.受益対象者の範囲および人数 

不特定多数 

1-6.支出の見込み額 

50,000 円 

 


